



Diferential paterns of blod oxygenation in the pre 合ontal cortex betwn patients with 


















対象は、本研究の参加に同意した平均 39.87+1.20 歳の覚醒剤精神病群 15 名
と、性別、知能指数を一致させた平均 39. 1 :t 7. 01 歳の統合失調症群 19 名であ
る。診断は OSM-5 ~こ従って行い、 Positive and Negative Syndrome Scale や The





その結果、前頭領域全 24 チャネノレのうちチャネル 8、9、12 において、統合失
調症群は覚醒剤精神病群と比較して、酸素化ヘモグロビン変化の有意な低下を認
めた。またチャネル 8、9、12 は、右背外側前頭前野の機能を反映していると考
えられた。右背外側前頭前野は作業記憶と関係しており、今回、両群間で作業記
憶に有意な差は認、めなかったが、酸素化ヘモグロビン変化と作業記憶に逆相闘が
認められたため、両疾患における何らかの生物学的な違いがあることが示唆され
た。そして、近赤外線スペクトロスコピィが覚醒剤精神病と統合失調症の鑑別に
有用であり，バイオマーカーとなる可能性が示唆された。
